
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2012

9月5日㈬、「食事のムダを見直す」をテーマに「第２回 生活問題研究会」を開催。「食べ物を摂取する適量」や
「食の行動経済学」について学びました。（関連記事P.4）
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〜くらしの見直し〜

「食のムダをなくそう！」を学ぶ
〜第2回「生活問題研究会」学習会を開催〜

　9月5日（水）、兵庫県民会館にて「第2回生活問

題研究会」を開催しました。この研究会は、1990

年度に「豊かなくらしを実現するため生活者の立場

から提言する」目的で発足されました。

　社会的関心が高く、生協としても取り組んでいく

べき今日的テーマについて、会員生協の役職員がメ

ンバーとなり、日常的に接点の少ない異なる分野の

生協間で、互いの活動状況や持っている情報の交流

をしながら、テーマに沿った研究を深め、各生協で

の取り組みに生かしていくことをめざしています。

　今回の研究会は学習会として、神戸医療生協 本部 健康推進課 管理栄養士 山崎絵里氏を講
師に迎え「食のムダをなくそう！」をテーマに開催し、12名が参加しました。
　「クリームパン1個分は、どれくらい歩くと消費できるか？」などのクイズに答えながら、「世
界の食糧事情」や「主菜〜食べ物の適量とは？」、「食の行動経済学（食の満足度）」、「心のムダ、
食品のムダを省こう！」などについて講演いただき楽しく学ぶことができました。
　参加者からは「栄養の摂取は、1日単位で考えなくてもよいことが分かって良かった」「毎
日の食事は、手を使う“手ばかり法”が、すぐに実践できて良い」「食の片寄った情報に惑
わされることなく、バランスの良い食生活について、組合員にどのように働きかけていけば、
もっと効果的に伝えることができるのかが課題である」などの感想が寄せられました。
　また、講演後の質疑応答にもたいへん丁寧に対応いただき、改めて、日々食べることの大
切さを再認識する学習会となりました。

神戸医療生協 本部 健康推進課
管理栄養士 山崎絵里 氏

熱心に聞き入る参加者

1日の果物の適量は…
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第24回　近畿地区生協・行政合同会議 報告

「協同組合がよりよい社会を築きます
〜今年は国際協同組合年です〜」

テーマ

第24回近畿地区生協・行政合同会議が、8月31日㈮  午後、
琵琶湖ホテル（滋賀県大津市）にて開催されました。この会
議は、福井・滋賀・奈良・和歌山・兵庫・京都・大阪の近畿
2府5県の府県連生協連で構成する「近畿地区生協府県連協議
会」の主催により開催し、地域住民の安全・安心な暮らしを
支えるために、生協と行政のパートナーシップを深めること
を目的とし、本年で24回目を迎えました。当日は、厚生労働
省近畿厚生局健康福祉部をはじめ、日本生協連、近畿地区2府
5県の生協行政担当者および生協連役職員の合計43名が参加
し、テーマに沿った報告と質疑が行われました。

【開催内容】
滋賀県生活協同組合連合会 西山 実 専務理事の司会のもとに開会され、近畿

地区生協府県連協議会代表 本田英一 兵庫県生協連会長理事の挨拶に続いて、
滋賀県 総合政策部 西嶋栄治 部長よりご挨拶をいただきました。

⑴　近畿厚生局と日本生協連の報告
厚生労働省近畿厚生局健康福祉部・篠崎隆男 部長から、ご挨拶とともに生

協運営に関する改善要望点についてお話しいただきました。
「理事会の運営について」「規則・規程等の整備について」「監査計画について」

「決算関係書類事業報告書について」等
続いて、日本生協連・青竹豊 執行役員から、全国の生協の取り組みについ

て報告されました。

⑵　特別報告
関西大学 商学部副学部長 杉本貴志 教授より「協同組合、生協
への期待と役割〜2012国際協同組合年を契機として」と題して
特別報告をいただきました。

「ロッジデール原則と協同組合原則」「“マルチステークスホル
ダー協同組合”という発想について」「ⅠYCにおける協同組合
への期待」など、生協への提言と期待についてご講演いただき
ました。

⑶　報告と意見交換
各府県行政、生協および消費者支援機構関西から、以下の報

告がありました。
①「京都府における協同組合間提携の取り組み」

京都府生活協同組合連合会 事務局長　坂本 茂 氏
②「くらしの安心 地域とともに よりよい奈良を築く」

奈良県生活協同組合連合会 専務理事　辻 由子 氏
③「滋賀県 低炭素化社会の実現に向けて」

滋賀県 温暖化対策課 参事　武村 智司 氏
④「消費者支援機構関西の活動報告」

適格消費者団体 消費者支援機構関西　理事・弁護士　島川 勝 氏

引き続き開催された懇親会では情報交換を含め、貴重な交流の場となりました。

挨拶をされる本田会長

講演をされる関西大学 杉本教授
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２０１２年度　第１回災害対策委員会を開催
8 月 23日（木）兵庫県民会館において、「2012 年度第 1回災害対策委員会」を開催。
10名が参加しました。

冒頭、三宅専務理事の挨拶のあと、兵庫県健康福祉部生活消費局消費生活課 課長
補佐・星野 美佳氏の挨拶に続き、「兵庫県防災計画概要と来るべき東海・東南海・
南海地震への備えについて」をテーマに、兵庫県企画県民部防災企画局防災計画課
防災計画係 主任 増井政道氏よりお話をいただきました。
「中央防災会議による最新の知見による南海トラフの巨大地震が発生した時の被

害想定が8月末に公表される見通しですが、兵庫県の現在の津波被害（人的・物的
被害）想定は、従来の2倍に基準を設定し津波対策を行っています。基本方針では、
第1に、海岸保全施設の整備等により、被害を生じさせないよう「防御」するため
のハード対策。第2に、住民の避難に重点を置いたハード、ソフトを組み合せた総
合的対策。兵庫県の被害想定を受けて各自治体ではハザードマップを作成していま
す。地元自治体から情報を入手して津波被害想定、避難場所、避難経路の確認と訓
練が重要です」と強調されました。最後に室内の安全対策として家具の固定の重要
性についてと、住宅再建への公助・共助の仕組みづくりとして兵庫県が進めている

「住宅再建制度（フェニックス共済）」加入の重要性を強調されました。
その後、出席の各委員より、各生協で

の防災に関する取り組みについての報告
がありました。ご意見の中で防災計画を
一人ひとりの職員の役割として明確にし
ているとの報告があり、初動の重要性を
共有化しました。

最後に兵庫県と兵庫県生協連が2008年
1月に締結した緊急物資協定の全項目お
よび実施細目の読み合わせを行い、特に
情報連絡の流れについて確認をしました。

10月1日（月）〜12月31日（月）

やさしさが　必ずとどく　赤い羽根 集められた共同募金は、
県内の地域福祉活動のために使われます。

◆
また、募金の一部は積み立てられ、

災害時の被災地・ボランティア支援に
使われています。

◆
あたたかいご協力をお願いします。

社会福祉法人 兵庫県共同募金会
www.akaihane-hyogo.or.jp

防災についての備えを共有しました
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９
月
12
日
㈬
、
兵
庫
県
公
館
で
平
成
24
年

度「
交
通
安
全
県
民
大
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
事
故
の
無
い
兵
庫
を
め
ざ
し

て
、
毎
年
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
時

期
に
先
立
っ
て
開
か
れ
て
い
る
も
の
。

そ
の
中
で
、
交
通
安
全
に
功
労
が
あ
っ
た

91
人
・
27
団
体
に
対
し
て
知
事
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し

た
。
コ
ー

プ
こ
う
べ

で
は
、
協

同
購
入
セ

ン
タ
ー
北

神
戸
が
交

通
安
全
功

労
団
体
と

し
て
知
事

感
謝
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
為
平
浩
幸
セ
ン
タ
ー
長
が
出

席
。「
今
回
は
協
同
購
入
セ
ン
タ
ー
北
神
戸
が

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
宅

配
事
業
全
所
属
の
職
員
が
、
日
ご
ろ
か
ら
無

事
故
無
違
反
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
模
範
と
な

る
マ
ナ
ー
の
あ
る
運
転
を
行
っ
て
き
た
結
果

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
運
転
に
お
い
て
も
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
安
全
運
転
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
、
喜
び
と
同
時
に

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
榊
原
晶
子
）

兵庫県・兵協連共催

2012年度 第15回「監事研修会」のご案内
2012年度の「監事研修会」は、監事のみなさま
に「監査実務」や「監査のポイント」を中心に研
修を実施いたします。会員生協の理事、監事の皆
さま、担当職員の皆さまの積極的なご参加をお待
ちいたしております。

開催日時／11月7日（水）午後1時30分〜4時
開催場所／兵庫県民会館 3 階304号室（神戸市中央区下山手通 4 -16- 3 ）

定　　員／50人（申し込み先着順）
参加対象／会員生協の監事および理事、ならびに担当職員
内　　容／◆講　演
　　　　　　「監事・監事会の役割と指導検査で見受けられる問題点」
　　　　　　　講師：兵庫県健康福祉部生活消費局消費生活課
　　　　　　「決算書の見方と勘定科目の監査のポイント」
　　　　　　　講師：兵庫県生協専門検査員　今岡 重貴 氏（公認会計士）

お申し込み・お問い合せ：兵庫県生活協同組合連合会　TEL（078）391-8634

2011 年度 監事研修会

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

交
通
安
全
県
民
表
彰

協
同
購
入
セ
ン
タ
ー
北
神
戸
の

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
る

会場にはゆるキャラも大集合

協同購入センター北神戸・為平センター長
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9
月
2
日
、
神
戸
医
療
生
協
の
月
間
ス

タ
ー
ト
集
会
が
1
7
5
名
の
参
加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
口
か
ら
見
え
る
元
気
で
長
生
き
〜
健
康

は
健
口
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
常
盤
大
学

の
足
立
了
平
先
生
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
噛
む
」
と
い
う
行
為
は
食
物
を
咀
嚼
し
、

飲
み
込
み
や
す
く
す
る
と
い
う
行
為
で
あ
る

と
と
も
に
、
口
か
ら
脳
に
大
量
の
感
覚
情
報

を
伝
え
た
り
、
食
べ
物
の
消
化
を
し
や
す
く

す
る
な
ど
全
身
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
噛
む
と
脳
の
血
流
が
ア
ッ

プ
し
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
や
認
知
症
の
予
防
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
の
死
因
の
4
位
に
な
っ
て

い
る
肺
炎
は
口
の
中
の
環
境
と
大
き
な
関
わ

り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
東
日
本
大
震

災
の
際
に
も
震
災
関
連
死
を
減
ら
す
取
り
組

み
と
し
て
口
腔
ケ
ア
が
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。講

演
の
後
に
は
楽
し
く
豊
か
な
班
会
を

テ
ー
マ
に
寸
劇
が
行
わ
れ
、
月
間
の
ヒ
ン
ト

に
な
り
そ
う
な
班
会
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。神

戸
医
療
生
協
で
は
、
9
月
10
月
を
口
の

健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
噛
む
こ
と
の
大

切
さ
を
班
会
で
地
域
に
広
め
て
い
く
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
11
月

12
月
は
が
ん
検

診
推
進
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
が

ん
検
診
の
大
切

さ
や
大
腸
が
ん

検
診
を
地
域
に

広
め
て
い
き
、

組
合
員
さ
ん
と

一
緒
に
地
域
の

健
康
を
守
る
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

（
健
康
推
進
課
　
山
崎
絵
里
）

生
活
ク
ラ
ブ
都
市
生
活
の
情
報
交
換
の

場
「
1
4
0
0
0
人
の
ほ
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
8
月
末
で
早
く
も
24
箇
所

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
下
期
に
向
け
て

開
催
箇
所
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
よ
り
組
合
員
が
集
ま
り
や
す
い
よ
う

に
、
組
合
員
か
ら
「
こ
こ
で
や
っ
た
ら
ど

う
？
」
の
情
報
を
も
ら
い
、
商
店
街
の
空

き
店
舗
な
ど
、
今
ま
で
使
っ
た
こ
と
の
な

い
会
場
で
の

開
催
に
も
挑

戦
し
て
い
ま

す
。夏

は
子
供

向
け
の
縁
日

企
画
を
取
り

入
れ
た
も
の

が
大
人
気
で

す
。
消
費
材

を
使
っ
た
屋

台
や
コ
イ
ン

落
と
し
、
金

魚
す
く
い
や

的
当
て
・
輪
投
げ
に
子
供
た
ち
は
夢
中
で

す
。
そ
の
間
、
お
母
さ
ん
達
は
カ
タ
ロ
グ

を
見
な
が
ら
情
報
交
換
を
し
た
り
即
売
品

の
品
定
め
を
し
た
り
、
親
子
そ
ろ
っ
て
満

足
の
一
日
で
す
。
こ
の
夏
意
外
に
子
供
た

ち
に
人
気
だ
っ
た
の
は
、
な
ん
と
…
き
ゅ

う
り
の
浅
漬
け
。
箸
に
刺
し
た
丸
々
一
本

の
き
ゅ
う
り
を
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
頬

張
っ
て
い
ま
し
た
。（通

信
員
　
紺
本
　
直
）

神
戸
医
療
生
活
協
同
組
合

口
か
ら
は
じ
ま
る
月
間
ス
タ
ー
ト
集
会

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

1
4
0
0
0
人
の
ほ
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

今
年
も
元
気
に
開
催
中

8

兵
協
連
だ
よ
り



8
月
24
日
（
金
）
に
、
風
見
鶏
の
館
に
お

い
て
「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
日
頃
異
人
館
を

訪
れ
る
機
会
の
少
な
い
方
々
に
も
、
異
人
館

に
よ
り
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
企

画
し
、
毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
特
別
に
「
N
P
O
法
人
六
甲
山
と

市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
六
甲
山
の
曲
を
中
心
に
、
声
楽
と
ピ
ア

ノ
に
よ
り
、
数
々
の
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
団
体
は
六
甲
山
の
活
性
化
を
目
的

に
、
市
民
に
自
然
・
歴
史
・
芸
術
な
ど
様
々

な
角
度
か
ら
六
甲
山
の
魅
力
を
伝
え
る
普
及

活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
前
半
は
「
献
呈
」
や
「
ひ

ば
り
」
と
い
っ
た
ピ
ア
ノ
演
奏
や
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
歌
曲
が
演
奏
さ
れ
、
後
半
で
は
「
六

甲
山
の
曲
」と「
六
甲
山
の
歌
」が
披
露
さ
れ
、

会
場
の
参
加
者
の
方
々
に
も
ご
一
緒
に
合
唱

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
六
甲
山
の
歌
」
は

「
六
甲
山
の
曲
」の
歌
詞
を
全
国
か
ら
公
募
し
、

で
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
も
の
で
す
が
、
お

だ
や
か
で
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
と
詩
が
ぴ
っ
た

り
と
あ
っ
て
、
大
変
心
に
沁
み
る
曲
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
や
さ
し
い
六
甲

山
の
曲
、
感
動
し
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
夕

べ
で
し
た
」「
神
戸
を
も
り
た
て
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、風
見
鶏
の
館
に
つ
い
て
は
「
音

楽
が
よ
く
ひ
び
い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
ふ
さ

わ
し
い
」
と
い
っ
た
多
く
の
お
声
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

風
見
鶏
の
館
か
ら
は
六
甲
山
も
す
ぐ
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

元
の
視
点
を
大
切
に
し
て
、
よ
り
多
く
の
市

民
の
方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
通
信
員
　
鹿
田
裕
子
）

共
立
病
院
で
は
新
規
事
業
と
し
て
「
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
共
立
病
院
」

を
8
月
1
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
共
立
病
院
に
付
帯
し
た
事

業
で
、
共
立
病
院
へ
入
院
し
退
院
さ
れ
た

後
も
リ
ハ
ビ
リ
の
継
続
が
必
要
な
方
に
つ

い
て
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
事
業
で

す
。
退
院
直
後
か
ら
訪
問
し
実
際
の
生
活

場
面
に
て
一
人
で
出
来
る
こ
と
・
出
来
な

い
こ
と
の
評
価
、
生
活
動
作
練
習
、
道
具

の
工
夫
、
家
屋
の
危
険
箇
所
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
、
家
庭
生
活
を
安
心
し
て
送
れ
る
よ
う

な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
運
動
機
能
や
日
常
の
生

活
動
作
能
力
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
る
た
め
、
訪
問
当
初
に
、
患

者
さ
ま
や
ご
家
族
さ
ま
と
リ
ハ
ビ
リ
の
目

標
や
期
間
を
決
め
て

お
こ
な
い
ま
す
。

対
象
者
の
具
体
例

を
あ
げ
る
と
、
入
院

中
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

て
い
た
け
れ
ど
退
院

後
、
通
院
や
通
所
の

リ
ハ
ビ
リ
が
困
難
な

方
、
病
気
治
療

の
た
め
入
院
し

安
静
臥が

床し
ょ
う

が
多

く
、
退
院
し
て

み
る
と
以
前
出

来
て
い
た
こ
と

が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ

た
方
、
在
宅
で

介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
お

り
、
手
す
り
や

住
宅
改
修
や
福

祉
用
具
の
適
用
な
ど
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
い
場
合
、
最
近
は
食
事

を
す
る
時
に
む
せ
て
し
ま
う
な
ど
の
嚥え

ん

下げ

機
能
の
低
下
で
不
安
な
方
、
認
知
症
の

進
行
で
生
活
機
能
全
体
が
低
下
し
た
方

等
々
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
か
ら
直
接
指
導

や
助
言
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
が
訪
問
し
て
リ
ハ
ビ
リ
の
実

施
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

（
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
共
立
病
院

所
長
　
山
崎
珠
美
）

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

風
見
鶏
の
館
で

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た

姫
路
医
療
生
活
協
同
組
合

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を開

設
し
ま
し
た

歌声で会場がひとつになりました
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JA グループ兵庫Ｊ
Ａ県洲本農林水産振興事務所Ｊ

Ｆ

日本酒の風味ほんのり
「山田錦酒粕ようかん」

『漁師さんになろう』
五色町で漁協体験を実施しました！
〜漁師さんの仕事を体験し

漁業と水産について学ぶ〜 JA 兵庫みらいは、特産の酒造好適米「山田錦」
を多くの人に広くアピールして振興につなげよう
と、「ひょうご農商工連携ファンド事業」で神戸
市の製餡メーカー（株）松原製餡所と連携して、

「山田錦酒粕ようかん」を開発しました。同 JA
の農産物直売所「かさい愛菜館」、「三木みらい
館」、「サンパティオおの」、「サンパティオおのゆ
ぴか店」の4ヵ所で8月3日より販売しています。

同 JA 管内は、全国有数の「山田錦」の産地。
全国各地の酒造会社に出荷しており、高い評価を
得ています。

新発売した「山田錦酒粕ようかん」は、今年の
4月に発売した「いちじくようかん」に続き、兵
庫県が策定する「ひょうご農商工連携ファンド事
業」を活用した商品開発の第2号。日本酒の風味
がほんのり広がる上品な甘さに仕上げ、女性やお
酒の弱い方にもお薦めです。

開発担当の職員は「たくさんの人に食べていた
だき、山田錦を知ってもらえれば」と PR してい
ます。
「山田錦酒粕ようかん」は1本（300㌘）500円。

お問い合わせは同 JA 営農部（0790－47－1282）
まで。

8月24日㈮〜26日㈰の2泊3日の日程で、阪神間
から参加した小学4年生〜中学1年生の27名を対象
に洲本市五色町都志で漁業体験が行われました。

この漁業体験は、社団法人兵庫県子ども会連
合会が漁業への関心を高めてもらおうと企画し、
JF 五色町（播磨 孝次組合長）および同 JF 有志
の煽グループ（柳 明良会長）の協力のもと2年ぶ
りに実施されたものです。

体験では、まず初日に地引網を行いました。網
に入っていたのはマダイ、チヌ、マダコなどで、
子どもたちは手につかみ大喜びでした。その後、
県洲本農林水産振興事務所から漁師の仕事や、魚
を増やす取り組みなどについて説明し理解を深め
てもらいました。

2日目は漁船に乗り込み、タコつぼや刺網を引き
揚げた後、陸に戻って網はずしまでを体験しまし
た。ここでも獲れた魚に子どもたちは大喜びでした。
午後からは獲れた魚を使い、漁師さんに魚の捌き
方を教えてもらいながら調理実習に挑戦しました。

3日目は「海上交通ルール」など漁師さんの仕
事に関わる話を聞いた後、ロープワークに挑戦し
ました。はじめはうまく結べずに苦戦していまし
たが、漁師さんに教えてもらい結べるようになる
と、得意そうに何度も解いては結ぶことを繰り返
す子どももいました。最後に班ごとに3日間のま
とめに取り組み、それぞれが印象に残ったことや
学んだことを元気よく発表していました。

漁師の話を聞き、漁船に乗り込み、魚に触れる
という機会はなかなか無く、貴重な夏の思い出と
なったのではないでしょうか。一人でも多くの子
どもが漁業や魚に関心を持ち、少しでも魚を食べ
る機会が増えるきっかけになって欲しいものです。

新発売の「山田錦酒粕ようかん」

播磨組合長も参加したロープ
ワーク体験

みんなで頑張って引きました

貴重な体験となったようです
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最近の消費生活相談事例

再生可能エネルギーに
便乗した投資トラブルが急増！

事　例

風力発電用の土地を購入する権利がある会社に出資すれば、年8％

の配当がつくという内容のパンフレットが届いた。数日後、別会社

から、「代わりに出資してもらえば、後で3倍の額で権利を買い取

る。」との電話があった。信用できるか。

【アドバイス】

平成24年7月から再生可能エネルギー〔太陽光、風力、水力、地熱、バイオマス（生

物資源）〕の固定価格買取制度が始まるなど、太陽光や風力などの再生可能エネ

ルギーが注目されています。一方で、再生可能エネルギー関連事業への詐欺的

な投資トラブルについての相談が増えています。

手口としては、再生可能エネルギー投資関連パンフレットが送付され、その

前後に証券会社の者と名乗る人物などから電話で投資を勧められるというもの

です。その際、再生可能エネルギーなど、ニュースや新聞でよく取り上げられ

る用語を用い、将来性のある投資と思わせたうえで、「高配当」「限られた人だ

け購入できる」「後で高値で買い取る」といった話を聞かされ、勧誘を受けるケー

スがほとんどです。

被害にあわないために、①「再生可能エネルギー」の言葉に惑わされない、②「高

値で買い取る」、「あなたが特別に選ばれた」、「高配当」などのうまい話は信用

しない、③お金を払ってしまうと返金は困難になるので、内容の理解できない

取引には手を出さない、④怪しい勧誘電話やパンフレットの送付があれば最寄

りの消費生活センターへ相談する、などしましょう。

（兵庫県生活科学総合センター）

11

兵
協
連
だ
よ
り



ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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会員生協役職員体育大会のご案内
昨年、会員生協役職員３４名が参加し、大いに盛り上がったボウリング大会を
今年も引き続き開催します。会員生協役職員相互の交流を深めましょう。
お誘い合わせのうえ、ご参加いただきますようご案内いたします。

お申し込み・お問い合せ：兵庫県生活協同組合連合会（担当 中尾）まで　TEL（078）391− 8634

開催日時：	 11月17日（土）
 午後3時〜午後5時30分頃
 （受付 午後2時30分〜）

開催場所：	神戸ボウリング倶楽部（右図参照）
参 加 費：	無 料（プレー費・靴代は県連が負担します）

出場資格：	会員生協役職員
 16チーム（1チーム4名）計64名
　　　　　 ※ 各会員生協最大で2チームまで。

　　　　　但し、コープこうべは最大で4チームまでとします。

そ の 他：	 	プレー終了後、団体および個人表彰を　　
おこないます。（各賞、多数あります）

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

駐
車
場

ロータリー

そごう

サンシティ

東急イン 中央区
役所

リクルート
　　  ビル

はたごや

国道2号線国道2号線

ＪＲ三宮駅

ポートライナー三宮
駅

JR三宮駅イーストサイド200m
神戸市中央区雲井通4丁目2-14

◆ボウリング大会

昨年のボウリング大会
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